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本
書
の
も
と
に
な
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
連
続
市
民
講
座
に
つ
い
て

◆
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
危
機
の
東
ア
ジ
ア
―
―『
核
な
き
世
界
』
に
向
け
て
」

《
日
時
》
二
〇
一
六
年
七
月
二
三
日
（
土
曜
日
）
一
三
時
―
一
七
時

《
会
場
》
広
島
国
際
会
議
場　

地
下
二
階　

ヒ
マ
ワ
リ

　
　

 　
（
広
島
市
中
区
中
島
町
一
番
五
号　

広
島
記
念
公
園
内
）

《
主
催
》
広
島
市
立
大
学
、
中
国
新
聞
社
、
長
崎
大
学
核
兵
器
廃
絶
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｎ
Ａ
）

《
後
援
》
広
島
市
、
広
島
県
、
公
益
財
団
法
人
・
広
島
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー
、

　
　
　

 

公
益
財
団
法
人
・
ヒ
ロ
シ
マ
平
和
創
造
基
金

《
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

　

・
主
催
者
挨
拶　

吉
川
元
／
平
和
研
所
長

　

・
趣
旨
説
明　
　

湯
浅
剛
／
平
和
研
教
授
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・
基
調
講
演

　
　

平
岩
俊
司
／
関
西
学
院
大
学
教
授
「
金
正
恩
体
制
と
東
ア
ジ
ア
国
際
関
係
」

　

・
報
告

　
　

青
山
瑠
妙
／
早
稲
田
大
学
教
授
「
中
国
と
東
ア
ジ
ア
国
際
関
係
」

　
　

白
鶴
淳
／
世
宗
研
究
所
副
所
長
・
北
朝
鮮
研
究
セ
ン
タ
ー
長
「
混
乱
の
政
治
：
北
朝
鮮
の
非
核
化
」

　
　

広
瀬
訓
／
長
崎
大
学
教
授
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
核
の
安
全
保
障
と
共
同
体
構
想
」

　
　

東
海
右
佐
衛
門
直
柄
／
中
国
新
聞
社
論
説
委
員
「
オ
バ
マ
氏
訪
問
後
の
広
島
の
課
題
」

　
　
　

 

（
休
憩
・
質
問
用
紙
回
収
）

　

・
パ
ネ
ル
討
議

　
　

パ
ネ
リ
ス
ト
：
平
岩
、
青
山
、
白
、
広
瀬
、
東
海

　
　

モ
デ
レ
ー
タ
ー
：
ナ
ラ
ヤ
ナ
ン
・
ガ
ネ
サ
ン
／
平
和
研
教
授
、
湯
浅

　

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
総
括
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◆
連
続
市
民
講
座
（
二
〇
一
六
年
度
前
期
）「
核
開
発
と
国
際
社
会
」

《
日
時
》
二
〇
一
六
年
六
月
三
日
、
一
〇
日
、
一
七
日
、
二
四
日
、
七
月
一
日
（
各
金
曜
日
）

　
　

 　

一
八
時
三
〇
分
―
二
〇
時
三
〇
分

《
会
場
》
合
人
社
ウ
ェ
ン
デ
ィ
ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ
ザ
（
広
島
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
）

　
　

 　

北
棟
六
階　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ス
タ
ジ
オ

　
　

 　
（
広
島
市
中
区
袋
町
六
番
三
六
号
）

《
各
回
の
講
義
テ
ー
マ
》

　

⑴
吉
川
元
／
平
和
研
所
長
「
武
器
の
進
化
と
国
際
平
和
」

　

⑵
水
本
和
実
／
平
和
研
副
所
長
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
核
軍
縮
と
日
本
の
課
題
」

　

⑶
福
井
康
人
／
平
和
研
准
教
授
「
人
道
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
有
用
性
」

　

⑷
孫
賢
鎮
／
平
和
研
准
教
授
「
北
朝
鮮
の
核
開
発
と
今
後
の
課
題
」

　

⑸
田
中
浩
一
郎
／
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
常
務
理
事
・
中
東
研
究
セ
ン
タ
ー
長
「
イ
ラ
ン
核
合

意
の
履
行
と
中
東
地
域
の
安
定
」


